
教科：工業（機械・自動車科）  科目：工業技術基礎          別紙１ 
 

 

学習指導要領 都立総合工科高校 学力スタンダード 
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イ 質を変化させる加工 

・工業技術の発展が、社会に与えた効果や影響を理解する。 

・職業資格の内容とその有用性を理解する。 

 ＜機械系の職業資格＞ 

  自動車整備士、ガス溶接技能講習、アーク溶接特別教育 

  

・専門系見学会やインターンシップ等を通して、働くことの意義や最先

端の技術について理解する。 

・作品を製作する上で、様々な発想技法を考察することができる。 

・産業財産権や著作権等の工業技術に関係する法令の大切さを理解する。 

 

・実験・実習中の事故防止のための方法を具体的に説明できる。 

・実験・実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出することが

できる。 

・日本の工業技術が果たしている国際的な役割を理解する。 

・製品の企画・設計・施行等に関しての法令遵守を理解する。 

 

 

・工業技術が、地球環境の保全に果たしている役割について、その意義

や必要性を理解する。 

・実習を通じて排出される金属などの分別などから産業廃棄物に関する

法令や、リサイクルなどについて理解を深める。 

・エンジン分解組立などに関連して、排出ガスの成分やその低減方法等

について理解する。 

・金属粉などの分類を通して、材料の特徴や再利用の方法を理解する。 

・廃棄物が環境に影響を与えない廃棄処理方法を理解する。 

 

・材料の特徴とその加工法を理解する。 

・質量、容量、寸法などを測定する機器や器具の正しい使用方法を理解

する。 

・手仕上げの基礎的な作業を理解し、加工することができる。 

＜機械系の加工＞ 

・金属材料等の加工の内容を理解し、加工に応じた工作機械を選択す

ることができる。 

・旋盤及びフライス盤を安全に使用できる作業方法を理解し、加工す

ることができる。 

・切削加工等における主軸回転速度を計算することができる。 

・ガス溶接の原理及び安全に作業ができる操作手順を理解する。 

・アーク溶接の原理及び安全に作業ができる操作手順を理解する。 

 

・金属材料や樹脂など工業部材の種類と活用法について理解する。 



教科：工業（機械・自動車科）  科目：工業技術基礎          別紙１ 
 

 

学習指導要領 都立総合工科高校 学力スタンダード 
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＜機械系の加工＞ 

・鋳造法の基礎を理解する。 

・砂型の製作法および手順について理解する。 

・鋳込みの作業手順を理解する。 

 

・作品を製作するために必要な部品・材料とその数量などや工程、工作

法などについて考察できる。 

 

＜機械系の技術＞ 

・JISメートルネジの規格について理解する。 

・基準面について理解する。 

・製作図面を読み取りその加工物を理解することができる。 

・ＪＩＳに準拠した簡単な製作図面を読み取ることができる。 

 

 

・測定値における誤差を理解することができる。 

・測定値や計算値を国際単位系（ＳＩ基本単位・接頭語等）に基づいて

適切に表現することができる。 

 

＜機械系の分析及び測定技術＞ 

・スケールを適切に用いた外形寸法の測定方法を理解する。 

・ノギスを適切に用いて、直径・内径・幅・深さなどを測定すること

ができる。 

・製図に用いられる線の種類と用途を理解し、基礎的な製作図面を読

むことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科：工業（電気・情報デザイン科）  科目：工業技術基礎       別紙１ 
 

学習指導要領 都立総合工科高校 学力スタンダード 

(1) 

人 

と 

技 

術 

と 

環 

境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

基 

礎 

的 

な 

加 

工 

技 

術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 人と技術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 技術者の使命と責任 

 

 

 

 

 

ウ 環境と技術 

 

 

 

 

 

ア 形態を変化させる 

加工 

 

 

 

イ 質を変化させる加工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・工業技術の発展が、社会に与えた効果や影響を理解する。 

・職業資格の内容とその有用性を理解する。 

＜電気・情報デザインの資格＞ 

電気工事士、電気主任技術者、工事担任者、特殊無線技士 

・専門系見学会を通して、働くことの意義や最先端の技術について理解

する。 

・作品を製作（制作）する上で、様々な発想技法を活用することができ

る。 

・産業財産権や著作権等の工業技術に関係する法令の概略を理解する。 

 

・実験・実習中の事故防止のための方法を具体的に説明できる。 

・実験・実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出することが

できる。 

・日本の工業技術が果たしている国際的な役割を理解する。 

・製品の企画・設計・施行等に関しての法令遵守を理解する。 

 

・工業技術が、地球環境の保全に果たしている役割について、その意義

や必要性を理解する。 

・廃棄物の分類を通して、材料の特徴や再利用の方法を理解する。 

・廃棄物が環境に影響を与えない廃棄処理方法を理解する。 

 

 

・電子材料の特徴とその加工法を理解する。 

・寸法などを測定する機器や器具の正しい使用方法を理解する。 

・半田付けの基礎的な作業を理解し、加工することができる。 

 

 

・電気・情報デザインの、加工する方法を理解する。 

・電子部品や配線材料を、工具を活用して加工する方法を理解する。 

・プリント基板の構造及び特徴や用途を理解する。 

・正しい半田付けの手順を理解し、きれいに半田付けができる。 

・加工法から適切な道具、工具を選択できる。 

・使用する材料を目的に合わせた形状にするための加工法を理解する。 

・自らがデザインしたものを設計図にするために、さまざまなＣＡＤ

の基本操作を理解する。 

 

 

 

 



教科：工業（電気・情報デザイン科）  科目：工業技術基礎       別紙１ 
 

学習指導要領 都立総合工科高校 学力スタンダード 
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・コンピュータを用い、作品を製作するために必要な部品・材料とその

数量などの一覧表を作成する方法を理解する。 

・基本的なプレゼンテーション資料を作成する方法を理解する。 

＜電気・情報デザインの技術＞ 

・ロボットやテスターなどの基本的な構造や動作原理を理解する。 

・基礎図面を電子データ化するためにＣＡＤの基本操作を理解する。 

・図面に従い組立や配線ができる。 

・立体を構成する材料の特徴や機能を理解する。 

・色彩の基礎を理解するとともに、色彩が人間の心理や生理に大きな

影響を与えることを理解する。 

・律動（リズム）、均衡（バランス）、調和（ハーモニー）など、造形

美の原理を理解する。 

 

 

・測定値における誤差を理解し、測定値や計算値を適切な有効数値で表

現することができる。 

・測定値や計算値を国際単位系（ＳＩ基本単位・接頭語等）に基づいて

適切に表現することができる。 

・製作した製品の性能を調べる方法を理解する。 

＜電気・電子・情報技術系の分析及び測定技術＞ 

・スケールを適切に用いた外形寸法の測定方法を理解する。 

・電圧計、電流計の動作原理と接続方法を理解する。 

・直流、交流の意味を理解し、直流安定化電源や可変抵抗器の操作方

法を理解する。 

・回路計で、適切に測定レンジを切り替えて電気・電子回路の検査を

する方法を理解する。 

・回路計で、適切に測定レンジを切り替えて電子部品の検査を行うこ

とを理解する。 

・絶縁抵抗計で絶縁抵抗を測定することができる。 

・接地抵抗計で接地抵抗を測定することができる。 

・センサの種類を理解し、その用途を理解する。 

・電気製品が図面のとおりに製作されているか検査できる。 

 

 

 

 



教科：工業(建築・都市工学) 科目：工業技術基礎                別紙１ 
 

学習指導要領 都立総合工科高校 学力スタンダード 
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ウ 環境と技術 

 

 

 

 

ア 形態を変化させる加     

 工 

 

イ 質を変化させる加工 

 

 

 

 

ア 生産工程 

 

 

 

 

 

 

イ 分析と測定技術 

 

 

・工業技術の発展が、人々に与えた効果や影響を説明できる。 

・職業資格の内容とその有用性を理解する。 

・視聴覚教材や見学等を通して、働くことの意義や最先端の技術について理解する。 

・作品を製作（制作）する上で、様々な発想技法を活用することができる。 

・産業財産権や著作権等の工業技術に関係する法令の概略を理解する。 

・実験・実習中の事故防止のための方法を具体的に説明できる。 

・実験・実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出することができる。 

・日本の工業技術が果たしている国際貢献の内容を理解する。 

・工業技術者は、製品の製作や構造物の設計・施行等に関して関係する法令を遵守して

いることを理解する。 

・工業技術が、地球環境の保全に果たしている役割について、その意義や必要性を理解

する。 

・廃棄物の分類を通して、材料の特徴や再利用の方法を理解する。 

・廃棄物が環境に影響を与えない廃棄処理方法を理解する。 

 

・材料の特徴とその加工法を理解する。 

・質量、容量、寸法などを測定する機器や器具の正しい使用方法を理解する。 

・手仕上げの基礎的な作業を理解し、加工することができる。 

＜建築・建設系の加工＞ 

・木材の接合を理解する。 

・求められる精度を満たす木材加工を行うためには、使用する工具類の正しい整備と

調整方法が重要であることを理解する。 

・土量を計算するための面積計算や体積計算ができる。 

・作品を製作するために必要な部品・材料とその数量などを考え、それらを一覧表にす

ることができる。 

＜建築・建設の技術＞ 

・日本の伝統的な建築技術・工法の内容を理解する。 

・建築設計図面を理解し、建築生産や加工に必要な図面を作成するこ    

とができる。 

・木造住宅の建築に必要な知識と技術を理解する。 

・測定値における誤差を理解し、測定値や計算値を適切な有効数値で表現することがで

きる。 

・測定値や計算値を国際単位系（ＳＩ基本単位・接頭語等）に基づいて適切に表現する

ことができる。 

・ＪＩＳに基づく製図の基礎的な知識を理解する。 

・製作した作品の品質を調べる方法を理解する。 

・製作した作品の特性について、各種試験を行い、グラフ等を用いて、説明することが

できる。 

＜建築・建設系の分析及び測定技術＞ 

・建築図面を正しく読み取ることができる。 

 


